
　2013年１月12日に開催した学術講演会は、２部構成をとりました。

　まず第１講演の田中咲子先生には「古代ギリシア美術史研究の現在」について、ギリシアの

墓碑浮き彫りをもとにお話いただきました。

　19世紀より始まった墓碑研究は、形式・様式の変遷にもとづき整理されてきました。まず「握

手墓碑」など、これまでの墓碑研究の流れ、およびＪ・ベルゲマンやＫ・スポルンをはじめと

する近年の研究動向を紹介した後、田中先生はケーススタディとして、紀元前６世紀の「運動

選手墓碑」を、「競技者タイプ」、「アリュバロス・タイプ」、「エロメノス・タイプ」の３つに分

類し、豊富な資料をもとにそれぞれの特徴を説明されました。「競技者タイプ」はやり投げやボ

クシングなど、まさに競技者を描いたもの、「アリュバロス・タイプ」はオイルを入れた小瓶を

携帯し、若い運動選手を表現したもの、「エロメノス・タイプ」は少年愛のモチーフがみられる

図像です。この前６世紀に継起的にあらわれた３つの「運動選手墓碑」タイプが、その後の運

動選手像のプロトタイプとなっているとのことでした。

　つづいて、第２講演では、根占献一先生に「ルネサンス・ヒューマニズムと近代」について、

イタリアとドイツの視点から講演いただきました。

　根占先生のご専門であるイタリア・ルネサンス研究において、19世紀は何よりも、J・ブルク

ハルトの『イタリア・ルネサンスの文化』初版が1860年に出た時代として位置づけられるとの

ことです。ブルクハルトらの活動は、イタリア統一運動、リソルジメントの時代と重なります。

 また、『イタリア・ルネサンスの文化』の前年に出されたG・フォークト『古典古代の再生す

なわちフマニスムスの最初の世紀』は、ヒューマニズム概念と時代とを結びつけたものとして、

極めて重要な研究書とのことです。この書はドイツ語からイタリア語へと翻訳されており、こ

の時期イタリアとドイツの間に相互的な思想交流があったことが確認できます。講演による
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と、ルネサンス、およびヒューマニズムという術語は、19世紀に生まれた新概念で、ドイツ文

化に起源が求められるとのことでした。すなわち、19世紀後半に、これらの語に新しいドイツ

的響きが付与されたわけです。  

　田中、根占両先生の講演の後、それぞれ細田あや子先生、逸見龍生先生よりコメントをいた

だきました。また、これに対する両先生のリプライがあり、フロアからもさまざまな質問、意

見がありました。計４時間におよんだ講演会でありましたが、非常に密度の濃い、実りある議

論を交わすことができました。

　なお、今号では報告いただいた２方のうち、根占献一先生の論文「ルネサンス・ヒューマニ

ズムと近代 ―特にイタリアとドイツの視点から」を掲載いたします。

　（文責S. M.） 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